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1大阪大学

大阪大学のテーマ

エージェントプラットフォームを基盤としたコンテンツ発見、
状況適応化、コンテンツ配信

オ） コンテンツ流通エージェント技術

オ－１） ユビキタスコンテンツアクセスメカニズム

オ－２） ユビキタス環境における適応的経路制御技術

Ｉ－２ ユビキタス認証・エージェント技術

無線統合網におけるネットワーク状況とアプリケーションを
考慮した適応的経路制御技術

低機能端末群の地理的集合と機能的集合を考慮した適応
的経路制御技術
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ユビキタスコンテンツアクセスメカニズム

コンテンツの種類
動画像、加工された情報 （e.g. Webページ）

エンドユーザやセンサーから発信される情報

• 個人プロファイル、口コミ情報、センサーからの生データ、等

効果的なコンテンツ流通に必要な機能
効率的なコンテンツ発見と配信

ユビキタスアプリケーションの開発基盤の提供

ユーザの能動的行動
不要なコンテンツ利用

コンテンツの
個人化と適合化
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ユビキタスコンテンツ配信アーキテクチャ

ユビキタスアプリケーションに必要な機能の洗い出し

コンポーネント化による再利用性の確保

幅広いユビキタスコンテンツ配信レイヤに対する貢献

ストリーミング

コンテンツ発見・適応

サービス合成
ナビゲーション

口コミ情報共有

ユビキタスアプリケーション

コンテンツ配信

メタデータマッチング

Ｐ２Ｐネットワーク構成技術

ネットワーク・リソース割り当て管理技術

Ｐ２Ｐエージェント技術

コンテキスト生成

コンテンツ管理技術プロファイル管理技術

コンテンツ推薦
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ユビキタス環境向け
プロファイル管理技術

デ ー タ ベ ー ス

履歴 DB (過去)

サービス記述
(WSDL, DAML-S)

GPS 端末（現在) カレンダーサービス(未来)

サービス記述
(WSDL, DAML-S)

サービス記述
(WSDL, DAML-S)

ユーザプロファイル提供

個人化サービスA 個人化サービスB

要求ユーザプロ
ファイル記述

プロファイル生成機構ユーザ情報反映機構

アダプタ

ユーザ情報提供サービスの発見

ユーザ情報の収集・反映

要求ユーザプロ
ファイル記述

プライバシーを
考慮した粒度調整

分散して存在するユーザ情報の取り扱い

センサ情報等の状況情報の活用

プライバシーを考慮した提供属性の粒度調整
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ＬＬ-Ｎｅｔ：位置情報に基づく
Ｐ２Ｐネットワーク構成技術

対象世界を矩形の「エリア」に分割

エリアを階層化し、隣接エリアへのリンクをもつように
論理ネットワークを構成・維持

コンテンツ発見のための問合せは適切なリンクを利用
して転送（エリア内はフラッディング）

LL-Net: Location-based Logical Network
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ＬＬ-Ｎｅｔのパフォーマンス

総トラヒックを抑えながら100%近い検索成功率を実現
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P2Pエージェントプラットフォーム ＰＩＡＸ

コンテンツ流通の基盤となるエージェントプラット
フォーム PIAX (P2P Interactive Agent eXtensions) を開発

P2Pネットワーク機能にAglets (IBM)によるモバイルエージェント

機能を付加

P2Pネットワーク機能を分離

• LL-Net コンポーネント、JXTA コンポーネント

OS+ハードウェア

JavaVM

Agent管理レイヤー

Agent Agent

Agent

AgentProxy
・・・ ・・・

JXTA Platform (ver2.x)

Glue Code

Agent Layer

SkipNet

JXTA Pipe Service
JxtaSocketRMC Wrapper

Virtual Channel

DHT

Web 
Services

（切り替え可）

LL-Net

Agent

AgentProxy
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ユビキタスアプリケーション例：ＭａｐＷｉｋｉ

地図を介した口コミ型コンテンツの発信と共有

PIAX /LL-Net によるコンテンツ管理機構を開発中

編集モード

表示モード

独自Ｗｉｋｉ記法による
簡単なコンテンツ発信
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ユビキタスアプリケーション例：
ワンダーキャッチャー

PIAX/LL-Net 上にショッピングモールのため
のコンテンツ推薦機能を開発

NTT
合成エンジン

位置取得

日立認証基盤

②ユーザ②ユーザ認証認証

③商品③商品コンテンコンテンツ推薦ツ推薦

阪大AGT基盤

①エリア移動通知イベント①エリア移動通知イベント

お気に入り
リスト

近距離認識

④④モニタモニタ接近接近イベンイベン
トト 画像作成

⑤商品、クーポン、⑤商品、クーポン、
地図地図 画像作成画像作成

モニタ

⑥⑥モニタモニタ選択・選択・表示表示

日立
認証AGT

シングルサインオン認証ワンダーキャッ
チャー

広告AGT

推薦AGT

広告AGT

日立
認証AGT

・PIAX上に広告コンテンツエージェント、
推薦エージェント等を開発
・LL-Net に基づくＰ２Ｐネットワークにより
各コンテンツを管理
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その他の研究成果

ソーシャルネットワーク上の情報伝播機構

「連携ルール」を用いたコンテキスト収集機構

環境適応的エージェント組織化技術

コミュニティベースのP2Pネットワークの組織化技術

適応的マルチキャスト通信によるコンテンツ配信技術

ポリシーに基づくリソース配分調停技術
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今後の予定

エージェントプラットフォームの拡充
2006年2月を目処にオープンソース化を予定

各種アプリケーションの実装と評価

実証実験による評価
2006年2月にショッピングセンターにて実施予定

他グループとの連携
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携帯
無線LANPHS

最適な無線インタフェースを選択

選択されたインタフェースへの
経路制御

The Internet

IPで統合された

ネットワーク

1. モバイルIPによるコネクションを維持した移動通信

2. 網状況とアプリケーションを考慮した無線インタフェース選択

ユビキタス環境と無線統合網
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モビリティ制御とAP情報管理提供

●ユーザ環境
・移動速度
・利用できる無線I/F

●ネットワークアウェアネス
・ネットワークトポロジー
・利用状況

多階層分散型モビリティ制御 アクセスポイント情報管理提供プロトコル

高階層MAP：
ある時間内での移動
範囲が広いMTを制御

低階層MAP：
ある時間内での移
動範囲が狭いMTを制御

Backbone

AR

MAP

ネットワーク資源の
効率的な分散利用を考慮した制御

ARにもMAP
機能を付加

AP

NI-DB
NI-DB

NI-DBNI-DB

CN

BackBone

CN

AP
AP AP AP

AP AP AP AP
AP

AP
AP

PHS

無線LAN

ネットワーク内の接続

地理的なAP位置

●アプリケーションアウェアネス
・移動速度
・利用できる無線I/F

アクセスポイントの情報を
地理的位置を考慮して管理・提供
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生物の増殖形態のアナロジーに
基づくフラッディング技術

1. 多様性のある増殖
増殖時期の異なる個体を混在させる

2. 寿命に応じた増殖
寿命の範囲内で総増殖数を管理する

3. 寿命までの貢献に基づく増殖
貢献に応じて増殖率や寿命を変化させる

4. 地理的な個体集中状態の回避
個体が輻輳状態のノードに対しては、共生の立場に立ち、増殖
率の抑制、同種の縮退を図る

目的遂行のために個体（=パケット）が増殖
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提案フラッディング技術の概要

トリガメッセージ

FLDメッセージ

トリガメッセージの導入
特別な制御用メッセージ

• 通常は単一ノードへの転送処理のみを行う

• 一定ホップ数毎にフラッディングメッセージを生成

• ネットワーク内を高速に移動

地理的に離れた複数箇所からフラッディング開始

→迅速なメッセージの伝搬を実現

ソースノード

※FLD:フラッディング
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高負荷への対応

メッセージ伝搬の高速化

メッセージの氾濫、輻輳の抑制

研究方針

優先度に基づく制御

リターンメッセージの集約

複数のフラッディング要求が同時発
生し負荷が増大した環境下におけ
る高効率フラッディング制御の提案
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各制御機構の効果
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4 従来方式 集約

優先

優先＋集約

トリガメッセージを導入した
従来方式に提案方式の

各制御機構を適用

高負荷時にも効率的なメッセージ伝播を実現

優先度に基づく制御を適用する
ことで、FLD完了時間を大幅に短縮

リターンメッセージの集約は
優先度に基づく制御と併用する
ことで、特に高負荷時における
FLD完了時間を短縮
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その他の研究成果

無線LANにおけるQoS制御

多階層分散型モバイルIPv6網における自律的負荷

分散制御機構

遅延制約を考慮したモバイルマルチキャスト技術

不均質な環境における効率的なエージェント実行制
御技術



19大阪大学

今後の予定

無線統合網環境の拡充
異種ネットワークリソースの有効利用を考慮

最適なアクセス網を自律的に選択するユーザエージェン
トの開発

低機能端末実験網の構築
センサ端末による実装

他機関との連携
基盤網に提案適応的経路制御技術を適用


